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㧝．ߓߪに 

筆者ߪ以前ޡޔ᧻浦宮物語ޢ㧔以ਅޡ᧻浦宮ޢ㧕の主人氏忠に対ߔる唐土の人びとの態ᐲ߿発言

に注目ޔߒそこࠄ߆作品の成立ᤨ期をតߞた
1
氏忠をߪ唐土の文⊞帝・鄧⊞อޔにおいてޢ浦宮᧻ޡ。

厚遇ޔߒ対ߒてᑨ臣ߪࠄ氏忠の才能に嫉妬の念を燃ߒ߿て↹策ޔߒ氏忠ߪそࠇに᛫ߔること߽ߥく

静߆に忠誠をዧߔのみߢある。本Ⓜߪߢこの主人の待遇に着目ޔߒవ行物語を確認ߔることࠄ߆始

めたい。中世王朝物語߆ޔߪつて擬ฎ物語と߽称さࠇたࠃうにޔవ行ߔる何߆ࠄの物語ࠄ߆表現を自

。るࠇ特ᓽの一つとさ߇ているのࠇࠄ執߇た手法ߞるといߔ変奏ߒ摂取ߪあるいޔの物語に用いるࠄ

無論ޡޔ᧻浦宮߽ޢその例に漏ߥࠇい。冒頭にޡߪቝ津保物語ޢ㧔以ਅޡቝ津保ޢ㧕ޡ߿浜᧻中納言

物語ޢ㧔以ਅޡ浜᧻ޢ㧕߶ࠄ߆߆の摂取߇見ޔࠇࠄ全体の展開について߽ޡ浜᧻ޢに似通うとこ߇ࠈ

少ߥくߥい。そのためޡޔ᧻浦宮ޢの主人の待遇߇නߥる摂取ߢある߆否߆の確認ߪ必要事㗄ߢあ

る。ޡ᧻浦宮ޢのᤨ代にߪ既に唐の国ߥߪくޔቡに移ࠅ変ߞておޔࠅ唐の国ߪ愈々ᐛ想的ߥ風情を醸

唐ߓ同ޔߪޢ浦宮᧻ޡޢ᧻浜ޡޢቝ津保ޡ。たߞていࠇ日本の文化の中に吸さޔてߒ世界とߔ出ߒ

という国を舞บにޔ߽ࠄ߇ߥߒ姿を異にߒた人間模様߇ឬޔࠇ߆その異ߥる人間模様にこそ定家߇思

いឬいたࠈ߽ޟこޠߒの一つの姿を見出ߔこと߈ߢ߇ると筆者ߪ考えている。 

߆ߒこと߹ޔߤ߶合߭たるࠇに唐土と日本と一つに乱ࠅ߹あޟߢޢ無ฬ草子ޡߪについてޢ᧻浜ޡ

ߕࠄ
2
ある藤原定家の漢籍の素養ߢ作者ߪࠄ߆ޢ浦宮᧻ޡるߔ対ޔ߇あるߢているのࠇと㉃評をਅさޠ

の߶ߒ߭ߒ߭߇ߤと伝わߞてくる。ผ書を紐解߈実在の人物を参考にߒて物語の⊓場人物のฬ前を付

けたというその執心ぶޡޔߪࠄ߆ࠅ無ฬ草子ޢの評言と同ࠃߓうߥことをޔ定家ߪ感ߓ取ߞていたの

唐土ޔࠅ߆ߪの脱ළをࠄ߆唐土ߥの日本的ޢ᧻浜ޡߪޢ浦宮᧻ޡߪߢ。るࠇ思わさࠄߔと߆いߥߪߢ

の実態をその߹߹ឬいたと考える߆߈ߴというとޔそうߥߪߢくࠅߪ߿ޔ定家の内に秘めた理想߇込

めࠇࠄた唐土߇ឬࠇ߆ていると考えるࠈߛ߈ߴう。問題ߪその理想߇何ߢあるޔ߇ߛ߆筆者ߪこࠇをޔ

人᧚を才能にߞࠃて⊓用ߔる聖君のሽ在にあると考えている。本Ⓜの前半ߪߢవ行ߔる遣唐使の物語
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おࠃびޡ᧻浦宮ޢの人物像を見つめߥおޔߒ後半ޡߪߢ無ฬ草子ޢの本文ޔおࠃび定家の和歌の߽ޟ

 。るߔを見ていくことと߆あるߢた߽のߞういߤ߇ޠߒこࠈ

 

㧞．ޡ宇津保ޡޢ浜松ޢの主人公の待遇 

網 ߒてࠇ流さߒ難破߇船ޔࠄ߇ߥࠇて派遣さߒ遣唐使とߪを見ていこう。俊蔭߆うߤߪߢޢቝ津保ޡ

過去世のࠄ߆仏ޔࠇ秘曲を伝授さࠄ߆女㆐ޔ琴をࠄ߆つく。阿ୃ羅ࠅᵄᣁ国に辿ޔために߇たߞ߹

因縁と未来の੍言߇語ࠇࠄる。その後に日本国へ帰る意をߒた俊蔭ޔߪ船ߢ渡ࠅᵄᣁ国の帝に⻏見

るߔ
3
。 

 

網 ާ一ިその国の帝ޔอޔ儲の君にޔこの琴を一つߠつᄺる。帝ޔ大߈にお߈ࠈߤた߹߭ 

網 網 てޔ俊蔭を召ߔ。参ࠇるにޔことのߒࠃを詳ߒく問߭た߹߭てのた߹ߪくޟޔこのᄺࠇ 

網 網 る琴のჿޔ荒߈とこࠈあߒ߫ߒ。ࠅ弾ߒࠄߥ߈てᄺޠࠇとのた߹߰。ޟ人の国の人ࠇߥ 

網 網  俊蔭ޔとのた߹へ߫ޠߖߪて候ࠅߪいたߪߤ߶その。ࠅにけࠅߥくߒて久ࠅ渡ޔ߫

網 網 申ޔߔ

Ԙ

 塵灰に߽ߪ。߈にࠅ渡ࠅ߆߹身捨ててޔをߒࠅる父Უ侍ߥ日本に年十ᱦޟ

網 網 。ߔと申ޠ߈ߴる߆߹߉急ޔߥとてに見た߹へߛ屍を߈⊕。にけࠅߴߪࠅߥ

ԙ

帝ޔ 

網 網 あࠅ߇ࠇߪた߹߭てޔいと߹を許ߒつߔߪ߆。 

㧔㧟㧥㗁㧛ਅ線ߪ筆者にࠃる。以ਅ同様㧕 

 

帝ߪ俊蔭に好意的ߢある。ߒ߆ߒ全体とߒてࠅ߿とߪࠅ実にන調ߢあޔࠅԙにあるࠃうに俊蔭の境遇

をޟあࠅ߇ࠇߪた߹߭ޠてޔ⊞帝ߪあߞさࠅと帰国を許ߔのߢある。Ԙに語ࠇࠄる俊蔭の孝行の程を

強調ߔるためにޔ一国の⊞帝の心߇動߆さࠇた様子を書߈入ࠇたと見える。⊞帝の振舞ߪ俊蔭の孝を

前ឭとߒた߽のと見た方߇良いߢあࠈう。用例とߒてߪこの一つのみߢある。ᵄᣁ国の⊞帝とߪその

ためのሽ在ߥ߆ߒߢい。 

次にޡ浜᧻ߤߪߢޢう߆。夢ߢ亡߈父߇唐土ߢ親王とߒて転生ߒていると知ߞた中納言ޔߪ様々ߥ

恋のᖠみと⛮父・実Უへの複雑ߥ思いに苛߹ࠇていた日本を飛び出ߔことを意ߔる
4
。 

 

網 ާੑިくる日ޔこの関に御迎への人々߹ࠅࠋたࠅ。そのあࠅさ߹ޔ߽ߤ唐国とい߰物 

網 網 語に⛗にߒるߒたる同ߓ事ࠅߥ。日本のて߰ࠎ渡いて関をいるࠒにޔ

Ԙ

中納言߭߈つく 

網 網 ޔうに見ゆるを߿శるޔ߹さࠅたちあ߆給へるߒく用意ߓいみޔて߭ࠈ

ԙ

この国の人々 

網 網 め߆ࠄߠに見たて߹つࠅお߈ࠈߤてޔめߢたて߹つる事ߒߥࠅ߉߆。ᤄのわう߆くߒ 

網 網 ޔ所ߒ߹ߒߪ中納言のおޔうそうに߆うの居ける߿

Ԛ

心ことに玉をみ߿ࠒ߆ޔ߈߇く߫ 

網 網  たて߹つる。㧔巻・㧠㗁㧕ࠌて据߭ࠄつߒにࠅ߆
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Ԙ中納言ߪ礼儀正ߒくޔดߧࠄߥ気配ࠅの程を見ߖる。その態ᐲޟ߇この国の人々ޠの感動を得る。

ԙޟめߢたて߹つる事ޠߒߥࠅ߉߆とߒているのߛ߹ߪ良いとߒて߽ޔ礼儀と気配ࠅに対ߔる小さߥ

感動の割に用意さࠇた߽の㧔Ԛ㧕ࠅߥ߆ߪ大仰ߢある。中納言߇国を隔てて人に認めࠇࠄる人ᓼを備

えていた事をࠅߪ߿ޔ強調ߔるための表現ߢあࠈう。 

 

網 ާਃި帝卅߫ࠅ߆にてޔ㗻߆たちޔいみߓくうるߒߪくめߢたうおߔ߹ߒߪ。

Ԙ

中納言の 

網 網 あࠅさ߹を御覧ߕるにたߒߥ߭ߋ。

ԙ

そこࠄ集߭たる大臣卿ޟޔ日本ߪいみࠅ߆ߓけ 

網 網  くߪ河陽⋵にみけるޔへߒいにޟޔて߈ࠈߤとおޠࠃけるߒ߹ߒߪる人のおࠒ߆。ࠅ

網 網  匂へࠅ߆ᗲ敬のこ߷る߫ޔめたる߽ߤたちのฬをと߆߈ߥ߭ߋᚒ世にたޔߪこそࠎ߆

網 網 る߆たޔߪさࠄにࠅߑࠄࠒ߆けޠࠅと定めけࠅ。

Ԛ

題を出ߒて文を作ޔࠅㆆびをߒてこࠒ 

網 網  ߆ߴと߭ࠄߥこの人の事をこそ見ޟ。ࠅけࠅ߆ߥߪこの国の人に߹さるޔみるに߽ࠈ

網 網 ޔとޠ߈ߴߔߪࠄߥ伝へߪ中納言にߪ߆何事をޔߪてࠒこのことޔߤࠇけࠅ

ԛ

帝߽お߷ 

網 網  いޔさ߭たて߹つるにߠߥ朝ᄕに߽てあそびޔたゞこの中納言をޔて߈ࠈߤおߒめߒ

網 網 みߓう憂へをߔ߿めޔ思߭をのぶる事に思へࠅ。㧔巻・㧝㧡㗁㧕 

 

ާ四ި

Ԝ

御子たち大臣卿あつ߹ࠅてޔ文作ࠅㆆびをߒ給に߽ޔᱝ中納言にߒく߽のߥくޔ 

網 網

ԝ

 ߉߆あるޔてࠅめたて߹つߓߪ御門をޔとޠߥ߆ける世の人ࠅ߆ߓにいみ߆ࠄߠめޟ

網 網  㧔巻・㧟㧠㗁㧕。ߒߥ߽ࠅ߉߆る事߇ߒࠄߠめޔの人ࠅ

 

繰ࠅ返ߒて同ࠃߓうߥ事を表現ߒているためޔ並ߴて見たい。Ԙޟ中納言のあࠅさ߹ޠのޟたޠߥ߭ߋ

㧔藩ޠࠎ߆くߪޟたߒて後世ฬをᱷߒ美男子とޔ߈大ጀ驚ߪޠ大臣卿ޟԙޔ߆たのߞ入ߓ事に感߈

岳㧕に代わる人物のࠃうに見ている
5
。ԚԛとԜԝߪ同ࠃߓうߥ展開ߢある。ԚԜ中納言の漢詩ޔ管ᒏ

のㆆびの才能にޔ唐土の人々ߪᢜわߞ߆ߥた。ԛ帝ޟߪ朝ᄕに߽てあそびߠߥさ߭たて߹つるޠ様子

߇ޠの人ࠅ߉߆あるޟ߆ࠈおߪޠ御門ޟߪߢい。ԝߥᑨ臣߽いߥうࠃるߔ不思議と是に嫉妬ޔࠅあߢ

総ߓて中納言に称⾥のჿを挙ߍていること߇窺い知ࠇる。 

網 総ߓて中納言の才覚に⊞帝߽ᑨ臣߽驚く߫ޔߢࠅ߆嫉妬ߤߥと言う߽のߪ終ߙ見ߥࠇࠄい。舞い

にߪ中納言を婿にと㗿うޟ大臣㆐部ޠ㆐の話߹߽ߢ持ち߇る。こࠇを契機に以後ߪ恋ᗲ譚へと移

所ޔቴ観的に中納言の才覚を認める大臣߽帝߽ޔくߥߪߢ見るのߢある。贔屓目ߢいくのߢࠎ進ࠅ

 。うࠈあߢいのߥ߉ているに過ࠇるために活用さߔさを強調ߒࠄ中納言の素晴ߪ

 

㧟．ޡ江談抄ޟޢศ備入唐の間の⺒ࠍޠ 

才能あ߰ࠇる主人に嫉妬ߔる唐国の人々ޔという点においてޡߪቝ津保ޡ߽ޢ浜᧻߽ޢそのవ例

とみߔߥことߥ߈ߢߪいࠈߛう。ޡߪߢ᧻浦宮ߢޢ初めてߥさࠇた物語展開ߢある߆といえ߫そうߢ
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ศ備ޟ第ਃ巻雑事ޢᳯ談抄ޡ。るߔにሽ在߆確ߪる遣唐使をឬいた作品ࠇ唐国の人に嫉妬さޔくߥߪ

入唐の間の事߇ޠそߢࠇある。ศ備真備߇入唐ߒてその才覚にߞࠃて難を逃ࠇる話ޔߢ人物の才覚の

常ߑࠄߥる事を伝えࠎという目的意識߇内在ߔる߇ために߿߿ޔ大袈裟ߢᄸ瑞譚的ߢある。ޡ無ฬ

草子ޢ風にいえ߫ޟ߹ことޠߧࠄ߆ߒ所߇ある説話ޔ߇ߛその原因߇説話の意࿑にあると思え߫ޔ߹

た説話の内容ࠄ߆考えてみて߽ޔ比較対象とߒて挙ߍることޡߢ᧻浦宮ޢの意࿑をតることに߽ࠈߥ

う。このศ備入唐説話のޡ᧻浦宮ޢへの影響関係についてߪ久保↰孝ᄦ氏߇発表ߒているのߪߢある

߇
6
るὑ者ߔ主人を擁護ޔる唐国のᑨ臣ߔに嫉妬ࠇそޔࠅる主人の異能ぶࠇࠄ見ߢޢ浦宮᧻ޡޔ

というこのਃ点に注目ߒた場合ޔこの説話の内容ߪ細߆に⺒み返ߔ必要߇ある。 

説話ߪ真備߇唐土に渡ߞたとこࠄ߆ࠈ始߹る
7
。 

 

網 ާ一ި

Ԙ

ศ備大臣入唐ߒてを習߰間ޔ諸ޔ芸能に博く㆐ޔࠅ聡恵ࠅߥ。

ԙ

唐土の人ߔ 

網 網 こぶる恥ߠる気有ࠅ。密߆に相議ࠅてߪくޟޔ

Ԛ

ᚒࠄߧࠄ߆事ߠ߹。ࠅߥ᥉通の事 

網 網 に劣るߕࠄ߆ߴ。日本国の使到来ޔ߫ߖᭈに⊓ߒࠄめて居ߒめ。この事ᆔ߆に聞߆ 

網 網 ޔ߫ࠇ߆ߒ。ߒ難ࠅ在ࠇこߪ多くޔた件のᭈに宿る人߹。ߕࠄ߆ߴߒ

ԛ

たߠ߹ߛᭈに 

網 網  てࠅ߹留。ߒߥ帰さ߫߹た由。ࠅߥるߑࠄ߆ߒ偏へにᲕさ߫忠。ߒߴて試みるߖࠄ⊓

網 網 居ޔ߫ࠄᚒࠄのためにߔこぶる恥有ޠࠎߥࠅと。ᭈに居ߒる間ޔ深更に及びてޔ風 

網 網  㧔㧢㧟㗁㧕。ࠅࠇ鬼物伺߭来たޔてࠅ雨降߈็

 

聡ޔࠅ芸能に博く㆐ޔ諸ޟ߇う。Ԙ如何にศ備真備ࠈあߢߒ出ࠅ程遠い話のಾߪとߤߥ厚遇߿ߪ߽

恵ߢޠあߞて߽ޔԙޟ唐土の人ޠにߒてみ߫ࠇ面⊕くߥい。ޟ恥ߠる気有ޠࠅとߪ一見ޔ真備の実力

に称⾥をਈえるࠃうߥ雰࿐気を醸ߒ出ޔ߇ߔここߪ全く逆のޔ嫉妬を意味ߔる。Ԛ国のฬ譽を考えて

とޠߕࠄ߆ߴ᥉通の事に劣るޟޔ߇という自信ߧࠄߥߪ日本国に⽶けてޔߒあるߢޠ事ߧࠄ߆ޟ߽

いう考えを起さߖているのߢあࠈう。ԛޟᭈに⊓ߖࠄて試みるޠことの本心ߪ実に賤ߒい。死ߖߥて

ޠ帰さ߫ޟ真備をޔߒあるߪߢ忠に背く行いޠ偏へにᲕさ߫ޟ。るߔࠇ見え隠߇おうという魂胆߹ߒ

ኂߪてߞ自分㆐にとޔޠ߫ࠄて居ࠅ߹留ޟこの߹߹国に߇て真備ߞと言߆。るߥいことにߥくߒࠈࠃ

以外の何物ߥ߽ߢい。自然死に⸤けてᲕߒてߒ߹おうという心積߽ߢࠅあࠈう。この展開ߪ確߆にޡ᧻

浦宮ޢに߽見ࠇࠄるために興味深い。 

網 ᭈに⊓ޔࠅ閉ߓ込めࠇࠄた真備ߪ鬼と出会う。 

 

ާੑި鬼߹ߠߪくޟޔᚒ߽こࠇ遣唐使ࠅߥ。ᚒ߇子孫の倍氏ߪ侍る߿。この事聞ࠎ߆ 

網 と欲߰にޔにฟࠅߥߧߪ。ᚒߪ大臣にて来て侍ߒࠅにޔ

Ԙ

このᭈに⊓ࠇࠄߖて食物を 

網 ਈへߒߕࠇࠄて餓死ࠅߥߒߖ。その後鬼物と成る。㧔㧢㧠㗁㧕 
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この鬼߆ޔߪの阿倍仲麻呂߇同様の待遇をฃけた成ࠇの果てߢある
8
。待遇の由縁ߪ語ߕࠇࠄと߽ޔవ

のޟ唐土の人ޠの言葉を⺒ߢࠎい߫ࠇ容ᤃく想像ࠃ߈ߢう。Ԙޟ食物をਈへߒߕࠇࠄて餓死ߒޠた過

去の経験談ޟޔߪࠄ߆唐土の人ޠの妬みとᲕ意ߤ߶ࠇߤ߇深ߞ߆た߇߆想像さޔࠇ߹た真備にߛࠇߤ

けෂ機߇及ߢࠎいる߆をផߒ㊂ること߈ߢ߇る。 

 

網 ާਃިその朝ޔᭈを開ޔ߈食物持て来たるにޔ鬼のኂを得ߒߕてሽߔ。唐人こࠇを見 

網 網 ていࠃいࠃ感ߓてߪくޟޔ希有の事ޠࠅߥと߭思߭ߒにޔそのᄕޔ߹た鬼来たࠅて 

網 網 ߪくޟޔ

Ԙ

この国に議る事あࠅ。日本の使の才能ߪᄸ異ࠅߥ。書を⺒߹ߒめてޔその 

網 網 誤ࠅを笑ࠎߪとޠߔと々。㧔㧢㧡㗁・㧛傍線筆者㧕 

 

ާ四ި߹た聞߈てߪくޟޔ唐人議ࠅてߪくޡޔ

ԙ

才ߪ有ࠅと߽ޔ芸ߪ必߽ߒߕあߓࠄ。 

網 ࿐碁を߽つて試みࠎと欲߰ޢと߭てޔ

Ԛ

⊕石を߫日本に擬へޔ黒石ߪ唐土に擬へてޔ 

網 と。㧔㧢㧢㗁㧕ޠޢと欲߰ࠎࠄ様を謀ߔこの勝⽶を߽つて日本国のቴをᲕޡ
 

 

あࠇこࠇとޟ唐土の人ߪޠ↹策ߒてみる。を永ࠄえた真備をᐲߪ笑い物にߒてߒ߹おうと狙う。

Ԙޟߤ߶ࠃ日本の使の才能ޠを恐ࠇているߒࠄくޟޔ誤ࠅを笑ޠࠎߪと企とޔߪ何と߽子供ߓみた

計略ߢあࠈうޔ߇彼ߒࠄ߆ࠄてみ߫ࠇฬ譽をるためߢあߞて必死の思いߢある。ޔߒ߆ߒそࠇ ޠ鬼ޟ߽

。うと企ࠃߒ対᛫ߢޠ࿐碁ޟわちߥߔޠ芸ޟԙޔߪると次にߥて失敗に終わる。とߖ߆機転を利߇

⺒者ߒࠄ߆てみ߫ࠇ既にޟ諸ޔ芸能に博く㆐ޔࠅ聡恵ޠࠅߥとあߞたのޔࠄ߆ߛ勝⽶ߪ目に見えて

いる。いࠃいࠃᱝ処߹ߢ来るとޟ唐土の人ޠの謀ߪあࠄ߆さ߹にߞߥて来てޔԚ⊕石を日本にޔ黒石

を唐土にޟ擬えてޔޠつ߹ߪࠅ⊕石߇⽶けޟ߫ࠇ日本国のቴをᲕޠߔつ߽ߢࠅいると言うのߢある。 

 

ާި持にて打ちޔ勝⽶ޔᤨ߈ߥ

Ԙ

ศ備偸߆に唐方の黒石一つを盗みޔ飲み了ߧࠎ。勝⽶ 

網 をࠎߖとߔる間ޔ唐⽶け了ߧࠎ。

ԙ

唐人ࠄߪくޟޔ希有の事ޠࠅߥと。ޟ極めて怪ޠߒ 

網 と߭てޔ石を計߰るに黒石足ࠅࠃ。ߕࠄて卜筮を課みて占߰にޟޔ盗みて飲めޠࠅと 

網 ߰。ផ߭て大いに߰にޔ⣻中に在߫ࠄ߆ߒ。ࠅỿ⮎を服ߒߖめࠎとて呵梨勒ਣを 

網 服ߒߖる߽ޔᱛるኽを߽つてỿさߕ。遂に勝ち了ߧࠎ。

Ԛ

 ޔてࠅて唐人大いに怒ࠅࠃ

網 食をਈへߑる間ޔ鬼物夜Ფに食をਈへߢߔޔに数に及ࠅߴ。㧔㧢㧣㗁㧕 

 

こう߹ߢさࠇて黙ߞている真備ߥ߽ߢい。Ԙޟ唐方の黒石ޠを盗ߢࠎ飲み込ߞ߹ߒߢࠎたのߢある。

数߇足ߥࠅいのޔࠄ߆ߛ実力߇拮᛫ߒていたとߒたࠄ唐方߇⽶ける。ԙ唐人ߪ素直に認めること߇出

来ߥい。ߤうに߽ޟ怪ޠߒと思ߞてޔ石を数える߹ߢに執着を見ߖる。結果とߒて石を飲ߛࠎ事߇発

覚ߒた。ߤߒ߆ߒうに߽ߥࠄߥい。勝⽶ߪ唐方の⽶けߢある。Ԛいࠃいࠃ唐人ޟߪ大いに怒ࠅてޠ食
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を断ߞてߞ߹ߒたのߢある。始めこそޟ忠ߑࠄ߆ߒるޠことを憂慮ߒていたޔ߇こう߫ࠇߥ言い分と

助けているこ߇ていた。鬼߈生ߪ真備ޔߒ߆ߒ。何߽憚る必要߽ある߹いޔࠄ߆ߛ立つのࠅ成ߪてߒ

と߇露見ޔߒ遂にߪ結界を張ޔࠇࠄᐲこそޟ文ߥߔޠわちޡ文ㆬޢを⺒߹ߖ恥をさࠄさࠃߖうと目

論ߛࠎ。 

網 その場ߢ真備ޟ߇本朝の仏ޠにᙣ㗿を立てるとޔ蜘蛛߇降ࠅて߈てޔ糸を引いてそࠇを頼ࠅに⺒

とޠࠅߥ長谷寺観音ߪ仏ޔศ大ߪޟߪの注にޠ仏ޟみにߥある。ちߢうの߹ߒと⺒めて

記さࠇている。日本の仏の霊験߇唐土に߹ߢ行߈ዯいた事を暗に伝えࠎとߔる߽のߢあࠈう。と߽

あޟޔࠇ唐人ޠの目論見ߪ悉く敗ࠇ去ߞたのߢある。 

 

ާި

Ԙ

帝王ࠄߥびに作者߽いࠃいࠃ大いに驚߈てޔ

ԙ

元のߏとくᭈに⊓ߒࠄめて偏へに 

網 食物をਈえߒߕてを⛘たࠎとޟ。ߔࠅࠃ後ᭈを開くޠߕࠄ߆ߴと々。㧔㧢㧤㗁㧕 

 

そߪߢ߹ࠇᑨ臣のみの行動のࠃうにߒてὑさࠇて߈た種々の謀ߢあߞたޔ߇Ԙそこにޟ帝王߇ޠ加わ

ࠇとうとう⛘望の淵に立たさޔくߥる。ԙ鬼の助け߽ฟいそうに߽ߥに߆ࠄߢここ߇ていたことߞ

るのߢあߞた。 

網 て╴を߈簺をᨘのに置ޟ߇彼ޔいࠄて߽ߒを用意ޠ⋛の╴・簺ޟ鬼にޔその後ߪ真備ޔ߇ߛ

覆߰ޠとޔ忽ちにޟ唐土の日߇ޠኽࠇࠄߓてߒ߹うのߢあߞた。人々ޟߪ大いに驚߈㛍ޠいߛとい

う。占わ߫ࠇߖ真備のᭈ߇怪ߒいと出る。問い質ߒてみޟޔ߫ࠇ一日ޔ日本の仏に念ߔるにޔ自

え߹ߒてߞߥる。こうߴと述ޠ߿ࠎࠄߑࠇ現ߙ日何ޔߪくߴるࠄߖᚒを本朝に還さ。߆感応有るࠄ

 。あるߢるのࠇ帰朝を許さߪ真備ޔてߞあߢいのߥ方߿ߪ߽ޔ߫

網 以ޔ全体を通ߒて真備の待遇を見て߈たのߢあるޔ߇ᑨ臣߿帝王の振舞ߪ真備の才覚を恐ࠇての

߽のߢある。ここに主人を擁護ߔる唐国の人間ߪឬߥࠇ߆い。説話の意࿑を考えޔ߫ࠇ真備の才能

の程を⺒者に⸷え߆けるために設定さࠇた߽のޔと考えること߽出来ࠃう。説話ߪその伝えࠎとߔる

内容のためにޔ誇張߿強調߇見ࠇࠄる事߽注意ޔߕࠄߥ߫ߨߖこࠄࠇのޟ唐土の人ޠの態ᐲޟ߇ศ備

大臣ޠという人間の才能・魅力をࠅࠃ高い߽のへࠅࠃޔශ象ߠける効果を生ߢࠎいることߪ言う߹ߢ

 ޔてߒこの説話を通ߪい。森克己氏ߥ߽

 

遣唐使廃⛘後ޔቡ商人の一方的ߥ来航にߞࠃて保たࠇて߈たᶏ外交通にޔ新たに日 

本の商船߽進出ߔるࠃうにߞߥた。ߒたߞ߇て高麗・ቡへ渡航ߒた商船にߞࠃてᶏ外 

の事情߽߽たࠄさޔࠇ߹た遣唐使ᤨ代の輸入文化߽全く消化さࠇ日本化ߒてޔわ߇文 

化ߪ必߽ߒߕ大陸の文化に劣る߽のߥߪߢいという自信を߽つࠃうにߞߥて来た。 

 

と指摘ߒている߇
9
。うࠈあߢいߥ߆いߪに中世王朝物語の全体に当て嵌めるわけにߋߔその優劣をޔ
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少ߥくと߽ޡ᧻浦宮ߪޢ㆑うと筆者ߪ見ているのߢあるޔ߇その確認のためにޡߪ᧻浦宮ޢの本文に

再び目を通ߤޔߒのࠃうに唐土߇ឬ߈出さࠇている߆を見ていく必要߇ある。 

 

㧠．ޡ松浦宮ޢにឬࠇ߆る唐土 

網 ߆人間にឬߥ㓐分と嫉妬深く狡賢く謀略的ޔ一面ߪたい。唐のᑨ臣߈て行ࠇの本文に触ޢ浦宮᧻ޡ

に蝿いᑨ臣ޠ国の習߭ޟ。いߥߪߢの߽ߔ唐という国を又国の人間を表߇けߛࠇそޔ߇ているࠇ

をޟわ߆ߒߪࠄߠるߴけޠࠇと氏忠߽感ߓているのߢあるޔ߇氏忠の思い߇そߛࠇけߥߪߢい事に߽

目を通さߥ߫ߨる߹い。 

 

網 ާ一ި少将ޔߪさ߹ߑ߹ᔓߧࠇ面影添߭てޔうち涙ߋ気色をޔ

Ԙ

知↸↛国の人߽あࠇߪ 

網 網 と見てޔ旅寝߽露け߆る߹ߓう思߭お߈てつつ߆߹߆ޔに心ࠄߒへ߫ޔ宰相߽߆たみ 

網 網 に文作ࠅ交ߒてޔ興あࠅと思へޔ߫ࠇ

ԙ

 ほかしこ↙ޔ来添߰をߢ人の出߈ߒࠄߠくめ߆

網 網 き国↗思↧↹。㧔㧞㧥㗁㧕 

網 ާੑި

Ԛ

 うߒ߹ߑめߪ人ޔたくのみあるにつけて߇及びޔて本ỉ国ỉ人ߴߔޔと߽ߏにߥ

網 網 思߰߆た߽あޔߤࠇ㧔㧟㧝㗁㧕 

網 ާਃިいたߖࠄߪた߹へޔߤ

ԛ

国の習い、いともきをりにẮとắとしくて、いささ߆の㆑߭目あࠄ 

網 網  寝ࠅと߭ߛたޔ߫ࠇ心を添へて慎みたޔを見るに߈ߴߧࠅߥ過ちと߈㊀ߕࠄߥ߆ޔ߫

網 網 をのみߒてޔ秋に߽ߧࠅߥ。㧔㧟㧟㗁㧕 

 

Ԙޟ知ߧࠄ国ޠに注目ߒたい。唐土ߢあ߫ࠇこそޟ知ߧࠄ国ޠの人ߢあるのޔ߇ߛ後に߽触ࠇるࠃう

にޔこのޟ知ޠߧࠄという言葉߇㊀要ߥ役割を担ߞている。氏忠ߪ唐土という国を知ߕࠄにいたのߢ

あޔࠅ知ߧࠄ事ޔ߇氏忠をߒて目にᤋる何߽߽߆を新ߒく感ߓさߖるのߢある。漢籍ߢ触ࠇていたߛ

けのᐛ想の世界ޔ߇目の前に広߇る。鳥߽花߽女性߽見目麗ߒくޔ新ߒく感ߓ取るのߢある。そߪࠇ

物語全体をᐛ想的ߥ世界に誘う作用を起こߔのߢある。その人々ޔߪ氏忠に対ߒて好的ߢある。氏

忠の心を察ߒてޟあࠇߪとޠ感ߓて親ಾに細々と心遣いをߔるのߢある。 

ԙ対ߒて唐土の人々の氏忠・宰相に対ߔるශ象߽良い。宰相ߪ唐土の人々の厚遇に感謝ߒてޔ詩を

その周ޔ߇ߛたのߞ知ߪ事ޠ߈こߒ߆ޟߢているのߒ管ᒏのㆆびをޔࠅ߿文をߪる。氏忠ߔࠅとࠅ߿

࿐の人間߽߆く߹ߒ߆ޟߢこޠ߈人ߢあるとޔߪ日本という国ߒ߆߶ߥޟߪこ߈国ߢޠある߽のޔߛ

と唐土の人々ߪ感嘆ߔるのߢある。 

Ԛޔ߇ߛᑨ臣と߽߫ࠇߥ氏忠の賢さを良くߪ思わߥい。立場の㆑いを作者ߪ手く対比さߖている。

ࠈあߢ用いているのߪ作者ߢ漢詩等の文化の大本という意味ߪくࠄ恐ޔࠅあߢᑨ臣ߪޠ本の国の人ޟ

う。その文化の原点の人々߽ޟ及び߇たߢޠߒあるのޔࠄ߆ߛ氏忠の才能ߪ最たる߽のߢあるޔ߇ޔ

同ᤨにޟ本の国の人ޠとߒての誇ࠅを傷つけてߒ߹う。ᑨ臣の嫉妬ߪᱝ処にある。 
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網 大人ߒくߒていߥけ߫ࠇ何߇起߈るߥࠄ್߆いと氏忠ߪ察ߒた。ԛ氏忠の見たޟ国の習߭ߪޠ言う

ࠄ߆自分ޔࠄ߆ߛ出るの߇批್ߢ߹彼様に߫ࠇあ߇㆑う様子߽ߢߒある。少ߢくᑨ臣の態ᐲߥ߽ߢ߹

。ᖡいߪている。氏忠のᑨ臣に抱いたශ象ߒうとࠈあߢ罪߽㊀い߫ࠇߔる行ὑをߔにޠ国の習߭ޟ

見ていߪているとߞ誰を߽劣ߪ氏忠ޔࠅあߢてߒᑨ臣に対߽ߢ߹あくߪᖡいの߇ශ象ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ

 。いߥ

 

網 ާ四ިそこ߆ߪとߥくに߶߭出ߠる߆をࠅのߥޔつߒ߆う身にߒことޟޔ国の習ひ↚や、 

網 網 ↭かか↺人もあ↹け↹ޠと驚߆るߠ߹ޔ߫ࠇとこࠈのさ߹߽ゆߒ߆うてޔฝにつ߈ 

網 網 て߹ࠅߪ見ߴߔޔߤࠇて人のけޔߕߖ߽߭ߪ見る人をあߒ߿と問うこと߽ߒߥ。 

網 網 㧔㧤㧣㗁㧕 

 

こߪࠇ仮称ޟ簫の女ޠ㧔Უอの分身㧕に出ㅩߞた場面ߢあるޔ߇同ޟߓ国の習߽߭ߢޠここにおいて

る。氏忠ࠇࠄߓく感ޠߒ߆つߥޟ߇ޠࠅを߆ޟ女性のߥうࠃいߥいߪ日本国に。ߔ出߈好ශ象を引ߪ

そのߕ必ޔ簫の女に出ㅩうᤨޔ華陽主߇氏忠ޔみにߥある。ちߢて唐土を見改めるのߒ女性を通ߪ

前に出ㅩߞた女性߇対比さޔࠇ華陽主との出ㅩいߪߢᄹ備⊞女を思い出ߒている。 

 

網 ާިうち見るࠅࠃ物お߷えޔߕそこࠄ見つる舞姫の花の㗻߽ޔたߛ土のߏとくにࠅߥ 

網 網  。ࠅけࠅた߹へࠇ鄙び乱ޔるにߔߪ見あޔ神奈備ỉ皇女߽ߒと思߭ߓฎ㉿にていみ。ߧ

網 網 㧔㧟㧥㗁㧕 

 

ᄹ備⊞女をޟฎ㉿ޠにてޟߪいみޠߓと感ߓていたのޔ߇ߛそߪࠇ華陽主に見比ߴてみޟ߫ࠇ鄙

び乱ࠇた߹へࠅけޠࠅとޔ敬語を遣いࠄ߇ߥ言ߞている内容ߪ悲ᗌ߽ߥのߛ。そߪࠇ唐土の風土にࠃ

߇さߒ華陽主の美ޔい。純粋に唐土の女性ߥߪߢ⸶たߖそうさ߇悲壮感ߒ߆を懐ޠฎ㉿ޟޔてߞ

氏忠をߒてᄹ備⊞女をޟᔓޠࠇさߖるのߢある。 

 

網 ާި

Ԙ

た߆߆ߛる契ࠅ一つにߍޔ߿に琴に引ࠇ߆来にける身と思߭知ࠄるるにޔߪ

ԙ

߽ 

網 網 との国人ޔ情߫ࠅ߆の言の葉ߛに⛘えてޔうちᔓࠇた߹へるにޔ

Ԛ

神奈備ỉ皇女ޟޔあ 

網 網  㧔㧝㧟㧠㗁㧕ޔ߿にߔ߷たうおߨޔとޠߥ߆てにける心ߪࠅう߽変ߒ߿

 

Ԙޟ契ࠅ一つߛޠけޔߢ本当にޟ琴に引ޠࠇ߆て現ࠇた華陽主のޔその氏忠への思いの程を思い知

߽。あるߢたのߞ߹ߒてࠇ情ᗲ߽薄ߪてߒに対ޠとの国人߽ޟԙޔߪてߞߥた後とߞ 。いߥ未練߽߿ߪ

帰国ߒての記憶༚失と捉える見方߽あるޔ߇そߪࠇ㆑う。帰国ߒたߥߪߢࠄ߆くޔ華陽主の思いの

ਂを知ߞたࠄ߆こそ߆ޔつて慕ߞた女性㆐への未練߇消え失ߖてߞ߹ߒたのߢある。ԙߪその氏忠の



－網…枠枯網－網

有様をᄹ備⊞女の視点ࠄ߆見た表現ߢある。氏忠ߪᄹ備⊞女に薄情にߞߥてߒ߹いޔԚޟあߒ߿

う߽変ߪࠅߪてޠてߞ߹ߒたのߢある。ᄹ備⊞女とߒてߪ妬߹ߒい。ޟᔓࠇた߹へる߇ޠᄹ備⊞

女の視点ࠄ߆見た表現ߢあるとߔる理由ޔߪ直後の彼女の和歌に߽ある。 

 

網 ާ七ި߽ࠈこ߿ߒ忘ủ草生߰る国ࠄߥ人の心のそ߆ࠇと߽߈ߥ㧔㧝㧟㧠㗁㧕 

 

前半ߢ知ߧࠄ国のことに思いを㚓ޔߖ後半ߢ目の前に現実にいる氏忠に対ߔる皮肉を⸷える。ޟ人の

心ޠ㧔氏忠の心㧕߇ᄹ備⊞女を見て߽ޔそࠇと್ࠃߧࠄうにߞߥてߞ߹ߒたޔとߒているޔ߇勿論

こޔߪࠇᔓࠇたࠃうに冷たくߞߥている氏忠への皮肉ߢある
10
。 

網 話を戻そう。主人߇ᑨ臣㆐の嫉妬を⾈い߽ࠄ߇ߥそこにいࠇࠄたのޔߪ⊞帝の態ᐲにあߞたこと

についてߪ既述ߒた。概ߒて⊞帝の治ߪ賢王の御代とߒて表現さࠇておޔࠅそ߽そ߽初めての⻏見

においてさえޔ 

 

網 ާި߶ߥߤく召ߒあࠅてޔ都に参る߶ߪޔߤる߆に遠߈山ޔ河ޔ㊁原を過߉行け߫ޔ 

 ࠄߠわ߽ࠅ笠宿ߤいとޔߕࠇの雨晴ޔ山を越えつつ行くに߈ߒ߇さޔ߈ߒび߈

 いỚẳẨ聖ỉ御代ễޔにてࠅ߆御門ਃ十余߫ޔࠈこのこޔ߫ࠇߧࠅ都に参ޔߤࠇけߒߪ

ụ。㧔㧟㧜㗁㧕 

 

都߹ߢののࠅの߈ޟびޔޠ߈ߒ又ޟさޠ߈ߒ߇様子とޔ都の雰࿐気߇対比さࠇている。軒ਅ߿木陰

に雨宿ߒߢ߹ࠅて辿ߞたのޔߪࠅ氏忠にとߞてߪとて߽ޟわޠߒߪࠄߠい߽のߢあߞたޔ߇都に着

いてみޔ߫ࠇそのࠃうߥ心߽็߈飛ߛࠎ。その由縁を作者ޟߪいみ߈ߓ聖の御代ޠにあるとߒている

のߢある。国という߽のをᩕえさߖるのߪ他ߥ߽ߢくޔ⊞帝ߥのߢある。その信念と在ࠅ方ޔߪᲣอ

を通ߒて次の御門㧔⊞ᄥ子㧕へとฃけ⛮ࠇ߇ていく。 

 

網 ާި群書治要とい߰文を⺒߹ߖてޔその心を御門に教へ߈こえた߹߰。御才の߶ޔߤ 

網 網 そこ߽߭知ߕࠄ見えた߹߰。国の親と聞こゆߴく߽あޔߕࠄ⧯うޔけうࠄにてޔ 

網 網 民安く、国ふ↨きこ↗をの↮聞こえ知↸せ↭ふ。人々候߭てޔ日߽暮ࠇゆけ߫ޔ 

網 網 おのおの߹ࠅ߆出ߠ。㧔㧥㧜㗁㧕 

 

この場面ޡߪ群書治要ޢを用いた教えߤ߇ういߞた߽の߆に注目ߒて⺒みたい。Უอ߇వに教えるߴ

ߞあߢた事߈てߒ大事と߇帝⊞߽ࠅࠃ何߇ࠇた。そߞあߢޠこと߈ߴ国ᩕうޔ民くޟߪたのߒと߈

たのߢあࠈう。他の事ߪ後々教えࠃ߫ࠇくߥࠎߤޔ形ߢ実現ߔるにޔࠃߖその根底にある߈ߴ姿勢を

知ߞておߥࠄߥ߫ߨ߆いとᲣอߪ考えたのࠈߛう。 
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網 さてޔ最後に引用ߔるのޔߪ帰国後の氏忠の待遇ޔ及び氏忠の心情ߢある。ここにᣈいてޔ作者の

唐土という国に対ߔる思い߇集約さࠇていると見ること߈ߢ߇る。日本という国を出ߕにいޔ߫ࠇ改

めて日本を外ࠄ߆見るࠃうߥ事ߥߪい。唐土へ渡ߞてޔ氏忠ߪ日本に何を感ߓたのࠈߛう。 

 

網 ާ十ި御門ޔいみߓく待ち喜߫ߖた߹߰。

Ԙ

 ↙↘に߽大国↚↚許さ↻↚け↺位のほ߆ߥ

網 網 ↻ば、㆐部に加ߧࠅߪ。参議ฝ大弁中衛中将を߆けたࠅ。㧔中略㧕心強く߰ߪࠅへ思 

網 網 ߭立ちߒޔߤࠇߥ

ԙ

㊁山の木草ޔ鳥の音߹ޔߢ恥߈ߒ߆ߠ目移ࠅのඬߒさޔ国のさ↭、 

網 網 世の習ひޔ㧔㧝㧟㧟㗁㧕 

 

遣唐使を心ࠄ߆待ߞていたのߢあࠈうޔ本国の御門の喜びޟߪいみߢߤ߶߈ޠߓあߞた。ここߢ注目

たቭޠࠇ許さޟさえߢޠ大国ޟߥうࠃと認めている事にある。唐土のޠ大国ޟ唐土をޔԘのߪ߈ߴߔ

の格ߢあるのޔࠄ߆ߛと格さࠇるのޔ߇ߛこࠇを少々深⺒みߒてみたい。この氏忠の厚遇の基ߪ

あく߹ߢ唐土ߢの格

ޔޔޔޔޔޔ

にあるのߢある。߽߽ߒ唐土ߢを貰えてߥけޔ߫ࠇ或いߪ氏忠ߪ日本ߢを

貰ߞていߞ߆ߥたߥࠇߒ߽߆い。ޟ中ޠ߽ߢとߪ遣唐使の中ޔ߽ߢという意味に取ること߇出来る。

他の者に対ߒてߪቭをਈえていߥい可能性߇ሽ在ߔる。その⸽とߒてޔ遣唐使とߒて渡ߞたޟ宰

相㧔部のࠈ߹߈ߖ㧕ޠについてߪ一ಾ触ߥࠇいのߢある。 

網 帰国ߒた氏忠の思いߪ複雑ߢある。様々ߥ未練を振ࠅ払いޔ強いて船出を思߭立ߞた帰国の旅路ߢ

あߞたのޔ߇ߛいߑ帰ߞてみて目にᤋる物ޔߪ氏忠に感慨߽ࠄߔਈえߥい。ߒみߓみと懐ߒ߆さࠄߔ

感ߥߓい。唐土というޟ大国ߢޠ見て߈た風᥊ޔ動物ޔ触ࠇて߈た人に比ߴてࠎߥޔと見劣ߔࠅる߽

のߢある߆とߒࠅ߆ߞ߇ޔてߒ߹うのߛ。そうߪ言ߞて߽ޔ唐土に戻ࠇるわけߥ߽ߢい。心ߪߢ唐土

を思いޔࠄ߇ߥࠅ߿氏忠ߪ日本ߢ暮さߥࠄߥ߫ߨい。 

網 こうߒた氏忠の心情の奥底にᲣอへの思い߽混ߞߑてሽ在ߒている事ߪ言う߹ߥ߽ߢい。ߥߒ߆ߒ

浜ޡ߇い。恋ᗲ譚ߥ߆いߪけ見る⸶にߛをන純に恋ᗲ感情・恋慕の想いにࠇ氏忠の唐土への憧ޔࠄ߇

る主人の好遇とᑨ臣の嫉妬・謀略のੑつࠃὑ者にޔてߒあるのに対ߢた߽のߞく似通߈に大ޢ᧻

の要素߇併ߖてឬ߈出さࠇているのޡߪ᧻浦宮ޢ⁛特の߽のߢあることをࠃくࠃく見ߥおߒてい߈た

い。その⁛自の要素を物語の中心に据えてޔߪあ߹ࠅに直接的ߢあޔࠅ㧔成立当ᤨの㧕執を非難ߒ

ていると言わߥߨ߆ࠇいࠈߛう。そこߢ定家ߪ恋ᗲ譚を物語の中心に据えることޔߢ人を才覚にߞࠃ

て⊓用ߔるὑ者への憧ࠇをޔ誤魔化ޔߒ隠ߒたのߛとޔ筆者とߒてߪ考えたいのߢある。 

 

㧡．ޡ無ฬ草子ޢのࠈ߽ޟこޠߒ 

網 ᰳߢ作品の評価を考えるޔ作者ޔߪޢ無ฬ草子ޡるࠇたと思わࠇࠄと߶߷同ᤨ代に作ޢ浦宮᧻ޡ

あ߫ߒ߫ߒること߽ࠇࠄߍて挙ߒ資料と߽ߢ作品の世界観を考えるߢ一方ޔ߇あるߢい資料ߥߖ߆

る。そこޡޔߢ無ฬ草子ޢを媒とߒてޡޔ᧻浦宮ޢの主たる舞บߢあるޟ唐土ޠという大地ޟޔ唐ޠ
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というᤨ代に対ߔる当ᤨの人々の心情をតߞてみたい。物語⺒者という立ち置ࠄ߆見ࠇࠄる唐土と

 。߆うࠈあߢのߥた世界ߞういߤߪ

網 について語る段ޠޟޔߢ比較的始めの方ߪ初めて出てくるの߇という語ޠ唐土ޟにޢ無ฬ草子ޡ

ޠ夢ޟޠ文ޟ以後ޔࠅあߢޠޟ߇るのࠇࠄߓて最初に論ߒとޠある߽のߒ߰߈た߇捨てޟ。あるߢ

以ਅのޠޟࠄࠇある。こߢていくのߞ物語論に移ޔ߈ていࠇࠄ語߇ޠ法華経ޟޠ阿弥㒚仏ޟޠ涙ޟ

㗄目ߪ物語を語るޔߢ好߹ߒい場面を象ᓽߔる言葉とߒて使用さࠇる。但ޟޔߒ阿弥㒚仏ޟޠ法

華経ޟߪޠ仏ޟޠ出家ޠという言葉ࠄ߆ㅪ想さࠇた߽のߢあるࠃうߛ。 

さてޔについてޟߪそࠇにとࠅてޔᄕ夜߶のߥ߆るޔࠅࠃ有の心細ޔ߈᛬߽嫌ޔߕߪとこࠈ

߽分߽ߧ߆のޔߪのశ߫ࠅ߆こそࠄߴߪめ。ޠと称⾥ޔߒቄ節を問わޔߕࠅ߆の夜ޟߪ心߈ߥ

心߽澄みޔ情߈ߥ姿߽ᔓޠࠇࠄる߽のߢあると語る。そߪࠇ過去・現在・未来に߽相通ߓる事ߢあࠈ

うと述ޔߴさࠄに遠く隔てた大地߽ߢ同ࠃߓうに人の心に入る߽のߢあߞたのࠈߛうとޔ想像を巡ࠄ

 。ていくࠇࠄて語ߒ

 

網 ާ一ިộだ見ệ高麗、唐土ờޔᱷるとこߥࠈくޔ遥߆に思߭ࠄ߿るることޔߪたߛこの 

網 網 に向߭߆てのみこそあࠇ。さޔ߫ࠇ王子₉ߪ戴を訪ޔߨ簫ผ߇妻のに心を澄߹ 

網 網  に心を深くᨴめたޔる。この世に߽ߴߪお߷えߙとࠅことわޔ߽けࠅて雲に入ߒ

網 網 るためޔߒᤄ߽߽多くߴߪるめࠅ。㧔㧝㧤㧞㗁㧕 

 

ここに出る唐土ߪ大地ޔ߹た国ߥߔޔわちޟᤄޠのᤨ代の代表とߒて用いࠇࠄているࠃうߢある。唐

土の人々にߪ触ࠇていߥい。ޟ王子₉ޠ
11
ޠ簫ผޟ߿

12
のฬ前߇出るޔ߇こߪࠄࠇに纏わる者の例と

 ޔ߇出るߪ唐土߽ߢの段ޠ文ޟޔい。߹たߥߪ行く事߇その人間性に話ޔࠅあߢるのみࠇて出さߒ

 

網 ާੑިいみࠅ߆ߓけるᑧ喜ޔᄤ暦の御ᤨのฎ事߽ޔ唐土ޔᄤ┼の知ߧࠄ世のこと߽ޔこ 

網 網 の文ሼとい߽߰のޔ߫߆ߒ߹ࠄ߆ߥの世のᚒ߇ࠄ 端߽ޔい߆ߢ߆書߈伝へ߹ߥߒ 

網 網  㧔㧝㧤㧠㗁㧕ߓࠄߴߪ߽ࠃߪこと߈たߢめࠅ߆߫߆ޔ߶ߥޔ思߰に߽ߤ

 

そ߽ࠇ߹たޟ知ߧࠄ世ޠを象ᓽߔる言葉ߢある。ޟみつの浜᧻ޠの段を見てみࠃう。 

 

網 ާਃި唐土にてޔ八月十五日ỉ宴にޡޔ河陽⋵อޢの琴の音聞ޢߖ߆と帝のお߶ࠄߖる 

網 網 るޔ御いࠄへߪ申さޔߢあ߆߿ߑに居直ࠅてޔ笏と扇とを打ち合ߖߪてޡޔあߥዅޢ謡 

網 網 ߭たる߶ޔߤอに御覧ߓ合ߖߪてޔอߪᚒ߇世の第一の߆たち人ޔࠅߥ中納言ߪ日本 

網 網 にとࠅてࠇߋߔたる人ࠎߥめޔࠅと御覧ߕるにޡޔ月日ỉ光を並ߴて見る心地ߒてޔめ 

網 網  㧔㧞㧟㧡㗁㧕。ࠇけߓたくいみߢことにめ߹ޔこそߤߥߤ߶たるࠇࠄߖ߶とおޢߓたくいみߢ
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とޔ唐土における場面を称⾥ߒている。ޟ十日のኃޠとޔߪ中納言の帰国߇߹ޔࠅ唐土の帝

河ޟをޔߪとޠてߴ日のశを並ޟ巻一㧕。ここにあるޢ᧻浜ޡ中納言のために開いたኃを言う㧔߇

陽⋵อޠに日㧔ᄥ陽㧕を中納言に༙えての表現ߢある。 

 

網 ާ四ި式部卿宮ޔ唐土の親王に生߹ࠇた߹へるを伝へ聞ޔ߈夢に߽見てޔ中納言ޔ唐へ 

網 網 渡る߹ߪߢめߢたߒ。そのᲣޔ河陽⋵อさへޔこの世の人のᲣに手ޔศ㊁の君の姉ߥ 

網 網  㧔㧞㧟㧥㗁㧕。ߕࠄ߆ߒこと߹ޔߤ߶合߭たるࠇに唐土と日本と一つに乱ࠅ߹あޔにてߤ

 

と述ߴている辺ޡޔࠅ無草子ޢ作者にとߞてޟ唐土ޠとࠅߪ߿ߪ異国ߢあることに㊀要性߇あるの

ޠ文ޟ߿ޠ夢ޟޔ故に߇あるߢ考えたい作者ߢ思いឬく心ޔߒを空想ޠ世ߧࠄ知ޟޠߧ見ߛ߹ޟ。うࠈߛ

を好みޟޔޠを媒にߒて唐土の人と感慨を共感߈ߢる事を喜びとߒた。作者にとߞてޟ唐土ޠと

実態をߪい。そこにߥ߆ߒߢている世界ࠇࠄて形作ࠇ異常に意識さޔに߆ࠄ߇日本と㆑うことޔߪ

ᚒޟる߈ߢ故に見ること߽知ること߽ޔ߇。あるߢ世界ߥᐛ想的ߥ߿߰߿あޔいߥ形߽߿た人の姿ߞ߽

 。うࠈߛいのߥࠇ許さߪうに唐土をឬくことࠃߓと同ޠ国߇

風ޔにߢついޔ߇あるߢたのߒ考察ߪ方についてࠇ߆た人間関係のឬ߹ޔにおける人間ޢ浦宮᧻ޡ

᥊とߒてのࠈ߽ޟこޡ߇ޠߒ᧻浦宮ߤߢޢのࠃうにឬࠇ߆ている߆を少々見てお߈たい。とߪ言ߞて

ߛ߹ޟޠߧࠄ知ޟ人間のޔߪる߽のߖという詞のㅪ想さޠߒこࠈ߽ޟޔうにࠃた߈見てߢ߹ࠇこޔ߽

見ޠߧ気持ちߢあるためޔその風᥊߿風情の߶とޔ߇ߤࠎ氏忠の好ᄸ心と共に表現さࠇている。 

 

網 ާި七日とい߰にޔߙ近くߧࠅߥるとてޔ浦の気色ߪる߆に見えޔ岩のさ߹ễべềễỤ 

ẵおờẲỨẨ㧔㧞㧥㗁㧕 

網 ާި人の語߰ࠄჿޔ鳥のさえߠる音߽ޔ見Ẳ世Ệ似ẵỜỀỤẲくおờẲỨẨにޔゆく 

網 網 へࠅ߆ߥつる߇ߥめޔߪ少ߤࠇߧࠇ⚗ߒ㧔同㧕 

網 ާ七ި知ụ知Ụệ秋ỉ花ޔ色をዧくߒてޔいߠこをߪてと߽߈ߥ㊁原のޔ つ߆たߪߪ 

網 網 るߥ߆るᶏにてޔ寄ߖ返るᵄにのశをᶐߖるを㧔㧟㧠㗁㧕 

網 ާިさộ異ễỦ舞姫Ễờ数知ޔߕࠄ花のߏと飾ࠅてޔえờ言Ịệ調べをととのへޔこ 

網 網 の国の㗻߈ࠃ人を集めてޔ㧔㧟㧟㗁㧕 

網 ާި同ߓ日߽ޔểこỨầỤỊ久ẲẨ心地ẴỦỆ߭ޔとࠅ寝の秋の夜ߒ߹ޔߪて思߭ᱷߔ 

網 網 ことߥけޔ߽ߤࠇ㧔㧠㧞㗁㧕 

 

総ߓてޡ᧻浦宮ޔߪߢޢ唐土の風᥊ߪ真新ߒさに溢ޟޔࠇお߽ࠈߒくޟޠめ߽߈ޠߒࠄߠのߢあߞた。

ᖡいශ象をฃけるࠃう߽ߥのߪ全くߥい。見ることのߞ߆ߥた世界へといߑ現実に降ࠅ立ߞたᤨޔ実

感をと߽ߞߥての感動߇氏忠の異国への不を็߈払ߞていくのߢある。ޟとこޠࠄ߇ࠈにߞࠃてᤨ
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間を長く感ޔߓ秋の夜長߇物思いをߒዧくߔ程ߢあるとޔߪ国の㆑いにᐛ想的情緒を求める作者の思

い߇伴ߞた表現ߢあࠈう。ࠈ߽ޟこޠߒの風情߇好ශ象的に表現さࠇているのޔߪ作者定家ࠈ߽ޟ߇

こޠߒの風᥊に対ߒて憧ࠇを抱いていたと考えたいޔ߇このࠈ߽ޟこޠߒの語を定家߇和歌ߤߢのࠃ

うに扱ߞている߆を見て್ࠄ߆断ߒて߽遅くߥߪいࠈߛう。 

 

㧢．定家の和歌ࠄ߆見るࠈ߽ޟこޠߒ 

定家の和歌の中ࠈ߽ޟࠄ߆こޠߒを歌う߽のを抄出ޔߒここに並ߴて比較ߒていこう
13
。 

 

網 Ԙ心こそờỨこẲ߹߽ߢあく߇るࠇߪみߧ世のߒるߤߨࠄߥߴ㧔㧠㧝番㧕 

網 ԙờỨこẲのศ㊁の山のゆめにߛに߹ߛみߧ戀に߹ߧ߭ߤる哉㧔㧢㧠番㧕 

網 Ԛࠃ߈みߧࠇࠄߨ夜߽ߒờỨこẲの雲の夢߹ߢ見る心ちߔる㧔㧢㧥㧡番㧕 

網 ԛờỨこẲの見ߧࠄߒߕ世の人許ฬにのみࠒ߈て߿みߨと߿思㧔㧤㧡㧟番㧕 

網 Ԝ心のみờỨこẲ߹߽ߢうࠇ߆つࠒ夢ߝにと߶߈のこࠈ哉㧔㧝㧜㧠㧣番㧕 

 

総ߓてࠈ߽ޟこޠߒにߞࠃてㅪ想さࠇる߽のޟߪޟޠ夢ޟޠ心ޟޠ見ޟޠߧ知ޠߧࠄ等々の詞ߢあ

る。この辺ޡޔࠅ無ฬ草子ޢにてឬࠇ߆る唐土の捉えࠇࠄ方に通ߓる߽の߇感ࠃࠇࠄߓう。ߥߔわちޔ

߽ᤄ߽変߽ߧࠄのޟߪߢޠあޔࠅ変ߧࠄと言ߞて߽ᤨ߇代を㆚る術にߥるわけߥ߽ߢい。߹たޔ

唐土ߪ遠距㔌ߢあޔࠅこの目ߢ見ること߽ฟわޔߕ漢籍を通ߓて知ることߪ出来て߽ޔ感ߢ感ߓ取

る事ߥ߈ߢ߇い世界ߢある。故にޟޔ知ޠߧࠄ世界を表ޔߒそߪࠇ自然とޟޔ夢ޠにߞࠃて߆ߒ通う

事߇出来ߥい場所とߒて表ߔ事に߽ߥる。如何に߽ᐛ想世界とߒて唐土߇表現さࠇているのߢある。 

網 Ԙߪを見ている心情を表ߔ。を通ߒてฎのࠈ߽ޟこޠߒを思い浮ޔߴ߆憧ࠇの気持ち߆ߪのฎ

国へと㚓ߖる߽のߢあޔࠄ߇ߥࠅそ߇ࠇฟわߧことߪߢある事߽自覚ߒているのߢある。あこࠇ߇と

現実の対比を以てޔ遣る瀬無い気持ちを表現ߔる߽のߛ。 

ԙࠈ߽ޟこޠߒにศ㊁の山ߪሽ在ߥߒいޔ߇こうߒた用例ߪ和歌ผにおいてߏく少数ߪߢある߇ሽ

在ߔる。遥߆遠方の山に思いを㚓ߖる。現実にߪあࠅえߧ山を見たのߪ夢ߢの話ߢある。夢ߢある߆

ߢているのߞ惑ߪޔ恋にߥうࠃいߥさえ見たことのߢその夢にޔߒ߆ߒ。あるߢこそ見える߽のࠄ

ある。現実ߢ夢のࠃうߥ惑う恋に落ちޔ夢と現実߇逆転ߒている。Ԛ߽߹た夢ߢある。߇清くてと

て߽⌁ߥࠇいߥࠇ⌁ߒ߆ߒޔい夜ߢあるのに߇心を誘うのޔ߆雲夢の浦の夢を見るࠃうߥ不思議ߥ

気持ちߔ߇るのߢある。自分ߪ起߈ているのޔ߆そࠇと߽ᐛ想的ߥ夢を見ているのޔ߆そ߽ࠄߔࠇ

 。ているߒう様を表現߹ߒてࠇ߆に心を惹ޔにߤ߶ߧࠄ್

ԛ見ߑるޔ知ߑࠄる世界の象ᓽとߒて使わࠇるの߇ฎのࠈ߽ޟこߢޠߒある。或いߪฬを知る事ߪ

出来るޔ或いߪその足跡を辿る事߽出来る߇ޔそ߽ߢࠇ会うことߪฟわߥいのࠈ߽ޟ߇こߢޠߒある。

るつ߽ߖࠄ終ߢい 想いߥㅩうことޔߢ߹߹に似た恋のᖠみを抱いたࠇる憧ߔの人に対ޠߒこࠈ߽ޟ
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 。あるߢい恋心を歌う。題詠ߥಾޔと߆のߥࠅ

網 Ԝを歌う。心ߪ依然とߒてࠈ߽ޟこޠߒへと思いを㚓ߖるのߢあるߤޔ߇うߒたこと߆夢路߽ߢ

遠く感ߓてߞ߹ߒている。߹ߪߢ夢路ߢあ߫ࠇこそ行けた╫のࠈ߽ޟこޔ߇ޠߒ更に更に遠いሽ在

にߞߥてߒ߹う。年を経たのޔ߆現実世界߇あ߹ࠅに߽憧ࠇの世界と㆑ߞて߈て見えたޔ߆その心

情ߪ計ߨ߆ࠅる。ࠈ߽ޟこޠߒと詠み手を❬߽ߋのޟޔߪޠのみߢあߞた。 

網 Ԝ߹ߪߢい߆に߽憧ࠇとߒてのࠈ߽ޟこ߇ޠߒឬࠇ߆る。和歌ߢあるޔ題詠ߢあると言ߞて߽ޔ歌

う人間ޟ߇あこޠࠇ߇を抱いていߥけ߫ࠇ歌える╫߽ߥいのߢあࠈう。恋心に❬いߢ歌わࠇる事߇多

いޔ߇作者ࠈ߽ޟߪこޠߒに憧ࠇを抱いているのߢある。その心情ᤨߪに別の形ߢ歌わࠇる。 

 

網 ԝ秋にたへߧことの葉のみߙ色に出る大和の歌߽ờỨこẲの詩߽㧔㧟㧠㧟㧜番㧕 

網 ԞờỨこẲ߽この世߽えこそうߨࠇ߽ߠ㊁原のႦߪあと߫ߒࠅ߆て㧔㧟㧣㧞㧝番㧕 

 

歌を創作ߔる者ޔ歌人とߒての意識߇強く表さࠇた歌ߢある。ԝޟ秋にたへޠߧという言の葉߇色に

出るとޔߪᤋえて見えるとの意に見てࠃいߢあࠈう。వに見たࠈ߽ޟこޠߒの和歌に見て್߽るࠃう

にޔ秋のޟޠを見て思い浮ߴ߆る߽のࠈ߽ޟ߇こߢޠߒある。物思いに耽る秋という߽のޔߢそࠇ

ޔ߇さを誘う秋を嘆く歌こそߒい空ߥうのࠃある。堪え߽ߢう߽の߹ߒてߖていて߽想いを㚓ߒ何をߪ

和歌ߢあߞて߽ࠈ߽ޟこޠߒの詩߽ޔ定家の共感を得る߽のߢあるߒࠄい。వのࠈ߽ޟこޠߒの歌߇

憂いの歌ߢあること߽ࠄ߆納得߇いく。ここࠈ߽ޟ߽ߢこߪޠߒ想いを㚓ߖる象ᓽとߒて撰߫ࠇた詞

ߥࠇߒ߽߆たのߞあߢޠߒこࠈ߽ޟる߽のと言え߫ߖ想いを㚓ߪてߞい。定家にとߥࠇߒ߽߆あるߢ

いのߢある。 

網 Ԟฬをᱷߔとߪ定家にとߞて関心の的߽ߢあߞた。歌人とߒてのฬޔ歌の家とߒてのฬをᱷߖる߆

に定家のᤨޔߪ߆否߆るޠࠇ߽ߠうޟてߒ߹。あるߢことߥく大事ߥᱝߪてߞ定家にとޔߪ߆うߤ

心をᖠ߹ߒ߽ߖた。ޔߒ߆ߒ故人ޟߪうߕޠࠇ߽ߠに߆ߒとฬをᱷߒている。ޔ߇ߛこࠇを感動と取

る߆と言うとそうߥ߽ߢい。ޟ㊁原のႦޟߪޠあと߫ޠࠅ߆ᱷߒてޔ߿見る陰߽ߥいのߢある。い

ある。故にこの和ߢいのߥいߪて߈生ޔߒい。ฬのみをᱷߥいߪそこにޔて߽ߞ人と言ߥに著ฬ߆

歌ޟߪ無常ޠと題さࠇているのߢあࠈう。荒ぶ風に一人たたߕみޔႦの跡߫ࠅ߆ᱷる㊁原を見渡ޔߔ

歌人定家の姿߇目に浮߆ぶ。 

網 たߒ比較ޔ߇いߥᔋびߪるのߔを以て結論とࠇこޔߢいのߥて少ߴ総体に比߇の和歌ޠߒこࠈ߽ޟ

結果を述ߴたいと思う。こߢ߹ࠇ掲ߍた和歌の内ࠈ߽ޟこޠߒをޟあこޠࠇ߇とߒたのߪ何߽定家の

てのߞ定家にとޔる。建仁年間以後ࠇࠄ見߇その傾向߽ࠄߔ建久年間においてޔくߥ߽ߢ㗃ߒࠅ߆⧯

に憧憬の念を抱こうߥࠎߤ。ある߇た可能性ߞていߞ高みにࠅࠃてߒの対象とࠇ憧ߪޠߒこࠈ߽ޟ

と߽ޔ夢߽ߢ遠く感ߓる߶ߤにޔዯߧ߆ሽ在にߞߥてߞ߹ߒたࠈ߽ޟこޠߒを思う定家の和歌にޔߪ

確߆に一種の悲壮感ࠄߔ窺える。 
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さてޡޔ᧻浦宮ޢと定家を❬ߋ和歌߇一つሽ在ߔることにߪ触ࠇておߥ߫ߨ߆る߹い。 

 

網 ԟたࠄちめߛ߹߿ờỨこẲに᧻浦⥱こと߽ߒくߧࠇ心ߠくߒに㧔㧝㧤㧟㧡番㧕 

 

この和歌߆ߥ߆ߥߪ難解ߢある。ޡ⸶注ޟޔߪߢޢわ߇父ߛ߹ߪ唐土に抑留さࠇてޔ᧻浦船߇着くの

を待ߞているのߢあࠈうޔߒ߆ߒ。߆船ߪ出ߥい߹߹に筑紫ߢ心をくޔࠄ߇ߥ߈ߛ年߽暮ࠇてߒ߹

建永ޔߒ߆ߒ。ているߒを思う歌と解ޠちめࠄたޟたߞて唐土に行ߒている。遣唐使とߒ⸶とޠたߞ

ੑ年と言え߫定家߽既にޟ中将ߢޠあޡޔࠅ᧻浦宮ޢの成立以後と考える事߈ߢ߇るためޔここにあ

るޟ᧻浦山ࠈ߽ޟޠこޟޠߒ᧻浦⥱ߪޠ߆ࠄにޡ᧻浦宮ޢをㅪ想さߖる語群ߢある。樋ญ芳麻呂氏

て᧻浦船を見ߞ子を待߇唐土に留߹るᚒߛ߹ߪᲣޟޔてߒを踏߹えた歌と解釈ޢ浦宮᧻ޡをࠇこޔߪ

ているのࠈߛう߆。年߽暮ࠇてߞ߹ߒた。⑳の心ߪ᧻浦山のᲣの許に飛ߢࠎ物思いの限ࠅをዧߔこ

とޠߛと⸶ߒておࠅ
14
たޟて߈とޠ浦᧻ޟく߫ߥߢ定家ߪくࠄにᓥいたい。恐ࠄこちߪてߒ筆者とޔ

定家ޡޔ߆たのߞこの和歌を気に入ߪ定家ޔ߇ているߒぶ߹い。樋ญ氏߽紹߆に浮ߋߔとޠちめࠄ

卿⊖番自歌合ޢの七番に撰ߢࠎいる。 

網 最後にࠈ߽ޟޔこޠߒに思いを㚓ߖる定家の和歌を踏߹えてޡޔ᧻浦宮ޢの最後の場面をここߢ見

てお߈たい。 

 

霜のの十日ޔ߫ࠇߥᄕߴの空ߪ風ߔさ߹ߓく็߈てޔお߶߆たの空の気色催ߒ㗻 

 ける。御門のߒ߹ߒߪおߙたに߆釣Ლのߒࠅあޔを߈ߴる߆ߓ߹さߔ水のޔるにߥ

御ᔊみߪてにけޔ߫ࠇ綾の文ߤߥあޔߤࠇߥ߆߿ߑ異ߥる色をዧߒてޔߪ好みた߹ߪ 

 ޔくߥߒࠃ言߰߶ߥޔ߹た߹へる御さࠅめ入߇ߥޔてߒࠄ㡆߈箏の琴掻。ߒߴるߥߧ

 ޔߤࠇる߆とᵅࠃࠃߛたޔうてߒに悲ࠄい߹さޔ心߽߇けるᚒߒߋうち慰みて過߿ߙߥ

見つけ߈ߥ߭߆ߙߧࠇࠄ。㧔㧝㧟㧡㗁㧕 

 

に相手の様߆いޔうとࠃていࠇ憧ߢい。心の中ߥ߆ߒߢ遠いሽ在߿ߪ߽ޔߪにいるᲣอޠߒこࠈ߽ޟ

子を己߇知ߞていࠃうと߽ޔޔその場にߪሽ在ޔߕߖ手を伸߫ߒて߽触ࠇること߽ฟわߥい。ޟ鏡ޠ

を通ߒて見る事の出来るᲣอの姿ޔߪཏて会ߞたᤨの߹߹の美ߒさを߽ߞている。戻ߞて߈た日本と

いう国ߪ見劣ߔࠅるࠃうߥ有様ߢあߞた。益々ࠈ߽ޟこޠߒへの思い߇募る߽ののޔ現実にߪその㗿

いߪฟわߥいのߢある。氏忠ߪ日本ߢ生߈るࠅࠃ他ߥߪいのߢある。ㅩえߧ事を諦めて日本ߢ生߈る

ある。最後ߢたのߞ߹ߒてߞߥに遠いሽ在に߆て遥ߴᤄに比ߪޠߒこࠈ߽ޟޔてߞい氏忠にとߥ߆ߒ

の場面ޔߪ果たߒてᶉ漫的ߥ恋ᗲの終焉とߒてのみ見るߥ߈ߴのߢあࠈう߆。ここにある悲壮感ߪい

ࠄߥていると考えるߨ氏忠に思いを㊀߇定家。߆うࠈߛあるのߢた߽のࠇ߆とឬࠎߖたい何を表現ߞ

߫ߨたことに注意を向けߞあ߽ߢὑ者の姿ߥての立派ߒとޠ国の親ޟ߇定家のᲣอに求めた姿ޔ߫
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あると見たいߢ希望の潰えた成立ᤨ期の定家の心情その߽のޔこの悲壮感をߪてߒい。筆者とߥࠄߥ

のߢある。 

 

㧣．߅わࠅに 

ޢ浦宮᧻ޡޔߢこと⺒の本文をޢ浦宮᧻ޡ再びޔߒる遣唐使の物語を⺒み返ߔにవ行ޢ浦宮᧻ޡ

のߤ߇のࠃうߥ形ߢవ行物語を摂取ߒ変奏さߖていߞた߆を見て߈た。߹たࠈ߽ޟޔこޠߒという言

葉に焦点をあてޡޔ無草子ޢに取ࠅࠇࠄߍた風᥊を⺒みޔ߹た定家のࠈ߽ޟこޠߒの和歌ࠄ߆そ

の心情を⺒み取ߒ߽ࠅた。以前ޡޔ記ޢに触ޡࠄ߇ߥࠇ᧻浦宮ޢを⺒ߛࠎ際
15
当߿ޢ記ޡޔ

ᤨの世情ࠄ߆定家の心情をតߞていߞたޔ߇本Ⓜߪその補足に߽ߞߥたࠈߛう。物語߇成立ߒたと思

わࠇるᤨ期の定家ޔߪ世間の自身に対ߔる評価の߶ߤと߆ߥ߆ߥޔ進のฟわߥい自身の治的地

に対ߒてޔ表面ߪߢ自མ的に流ߒつつ߽ޔその裏ᤨߪߢに嘆ᤨ߈に憤ࠅを感ࠄ߇ߥߓ日々を過ߒߏて

いߞた。本Ⓜߢ触ࠇたࠈ߽ޟこޠߒを歌ߞた和歌の数々ޔ߿߹た他に߽⊕氏への敬意を表ߒて創作さ

 。る߈ߢ理解߇߆を抱いていたࠇ如何に唐土に憧߇定家ޔを見て߽ߤߥޠ文集⊖首ޟたࠇ

における漢籍引用の特ᓽをޢ記ޡޔߪを考えるにࠇに抱いた憧ޠߒこࠈ߽ޟ߇定家ޔと߽ߞ߽

⺒み解く必要߇あޔࠅこࠇを後の課題とߒたい。߽ちޔࠎࠈ全体とߒてߪ考察߇既にߥさࠇている

߽の߇多いためߤޔういߞた観点ߢ引用を⺒み解ޔ߈記事を⺒߇߆鍵とߥるࠈߛう。漢籍引用の特

ᓽについてޔたとえ߫謝奏氏ߪ次のࠃうに述ߴている
16
。 

 

定家ޔߪ漢籍の校合߿書写に高い関心を持ちޔ病気ߢ動けߥいᤨ߽ߢ書斎にあߞて身 

体の⧰痛を耐えޔࠄ߇ߥ漢籍の研究を心の慰め߿学問的ߥ楽ߒみとߒていた。このࠃ 

うߥ漢学に対ߔる関心ޔߪそ߇ࠇ家文化のᮭ威ߠけに必要ߥ知識ߢあることߪ言う 

 ޔ状況にいるᤨߥにおいて߽不遇ࠄちߤ健ᐽ状態ޔ経ᷣ状態ޔ還暦ߪい。定家ߥ߽ߢ߹

こࠇにߞࠃて生ߓた失意߿不満を表ߔのに中国ౖ故を多用ߒていた。 

 

定家のޟ不遇ޠとޟ漢籍߭ޔޠいてࠈ߽ޟߪこޠߒを❬߽ߋの߇あることߪ確ࠃߥ߆うߢある。߹たޔ

こう߽述ߴている。 

 

 ޔ߈中国ฎ代の君賢士を念㗿におߤߥޠ斉威王ޟޠ楚荘王ޟޠ文王ޟޠ周孔ޟޠ尭舜ޟ

自分ࠅߥの君王の理想像を語ߞたޔࠅฬ君に恵߹ߥࠇい自分の失意を嘆いたޔࠅ㧔中略㧕 

自ࠄのቭ途においての不遇ޔ⽺弱ߥ身体についてޔ漢籍に見える中国の悲劇的人物を 

譬えにޔߒ自ࠄのことをޟ趙王ㆫޟޠ㒺園妾ߤߥޠと㊀ߨ合わޔߖቭの進に執着を 

抱ߕ߆にߪ ᤨ߽過ߥߖߏい心の焦ߒ⧰߿ࠅい心情をฯ露ߔるޔߤߥこࠄࠇの面ޔࠄ߆ 

定家ߪ学問߿治ᮭ威の根源を中国に求めࠃうとߔる意識߇潜ߢࠎいること߇窺えࠃう。 
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こࠄࠇの定家の漢籍に対ߔる態ᐲを考えるᤨޔ߹たࠈ߽ޟこޠߒという国へのಾߥる憧ࠇの思いを考

えるޔ߫ࠄߥ果たߒてޡ᧻浦宮ߪޢ日本という国を中国に優る߽のとߒて表現ߒた߽のと言えるのߛ

る構ㅧߔ活躍߇及びศޔと伝わる長谷寺観音のฬࠅ霊験あߢ߹にޠߒこࠈ߽ޟޔ一見。߆うࠈ

ߠ所ౖに基ߪࠄࠇそߒ߆ߒ。いߥࠇߒ߽߆る߈ߢあると見る事߽ߢた߽のߒ日本の優を表ޔ߇

いたޔ物語とߒての仮の姿ߞ߆ߥߪߢたのߥߪߢい߆。定家の思いߪ遠いࠈ߽ޟこޠߒへと渡ߞた氏

忠と㊀ߞߥていߞたのߥߪߢいࠈߛう߆。定家の理想とߔる君主に氏忠߇ㅩいޔ夢のࠃうߥㅩ瀬を㊀

ߪߢたのߞߥと߽心の慰めにࠅߥ多少ޔߪฃけること߇た㧕厚遇を氏忠ߞ߆ߥߪて㧔定家にߒそޔߨ

߫ࠇ覚めࠄ߆夢ޔうと߽ࠃある。如何にᐛ想の世界を夢見ߢࠇ所憧ޔߪࠇ憧ߒ߆ߒ。߆うࠈߛいߥ

現実の世界߇待ߞている。故にޔ定家ߪ主人に意さߖたのߥߪߢいࠈߛう߆。主人を日本へと

戻さޟ߽߆ߒޔߖあこޠࠇ߇のᲣอの姿߽香߽ᱷる鏡を手にさߖる。いつ߽ߢ憧ࠇの世界にᶐࠇる術

を持ちߒ߆ߒޔࠄ߇ߥ現実世界に暮さߧࠄߥ߫ߨというޔ定家自身߇抱いていた諦めと覚ᖗをޔ最後

に主人に߽ਈえࠃうとߒたに㆑いߥいのߢある。 

 

 

1 ᜕Ⓜޡޟ᧻浦宮物語ޢ成立ᤨ期に関ߔる再考察～聖代ឬ写を手ࠅ߆߇に～ޠ㧔ޡ創価大学大学院紀要ޢ第㧟㧞ภ㧛

拘枠枡枠・枡拘㧕 

2 樋ญ芳麻呂 久保木哲ᄦ・校注ޡ⸶ޔ新✬日本ฎౖ文学全集㧠㧜網 ᧻浦宮物語網 無ฬ草子ޢ㧔小学館㧛㧝㧥㧥㧥・㧡㧕

㧞㧟㧥㗁。以ਅޡޔ無ฬ草子ޢおࠃびޡ᧻浦宮物語ޢの本文の引用ߪ同書にる。 

3 中㊁幸一・校注ޡ⸶ޔ新✬日本ฎౖ文学全集㧝㧠網 ቝ津保物語Ԙޢ㧔小学館㧛㧝㧥㧥㧥・㧢㧕にる。 

4 以ਅޡޔ浜᧻ޢの引用ޔߪ中西健治ޡ浜᧻中納言物語全注釈網 ਅ巻ޢ㧔和泉書院㧛㧞㧜㧜㧡・㧞ާ 両巻 㧕ިにる。 

5 注 4 同書の注にޟ現ሽ本ߪޟߪߢく߇ޠࠎ߆多く߆ߪޟޔくߪޠ一本㧔前㧕のみߢあるޔ߇後者に当ߔるޟ藩岳ޠ

る人物に相ࠇ߆てឬߒに美男子とߤߥ入るる話㧕ߍ唐物語㧔第ੑ話・藩仁の車に行く女橘のᨑを投߫ࠄߥ

当ޔߒこの文⣂に߽合⥌ߔる。ߪޟくޠࠎ߆のޟくޠとߪޠࠎޟ相に誤写さߔ߿ࠇいこと߽あ߽ޔࠅとߪޟߪ

 。とあるޠるࠇࠄたと߽考えߞあߢޠく߆ࠎ

6 久保↰孝ᄦޟศ備真備伝とޡ᧻浦宮物語ޢ―⛗伝ࠄ߆物語へ―ޠ㧔ޟ日本文学ޠ㧛ᐔ成㧝㧜・㧡㧕。 

7 以ਅޡᳯ談抄ޢの本文ޔߪ後藤昭雄ޔᳰ洵一ޔ山根ወ助・校注ޡ新日本ฎౖ文学大系㧟㧞網 ᳯ談抄網 中外抄網 富家

語ޢ㧔岩ᵄ書店㧛㧝㧥㧥㧣・㧢㧕にる。 

8 ผ実ߪߢ真備ߪ仲麻呂ޔ玄昉ࠄと共に一ᐲ目の入唐を果たߒておੑޔࠅᐲ目の入唐ߢ仲麻呂と再会をߔるのߢあ

ߪいとߥていࠇࠄ踏߹え߇人の関係ੑޔ߇あるߢ表現ߥうࠃの߆初対面ߪߢい。説話ߥߪߢ初対面ߪ人ੑޔてߞ

言いಾࠇ߹い。 

9 森克己ޟศ備大臣入唐⛗詞の素᧚についてޠ㧔ޡ新ୃ日本⛗巻物語全集㧢網 粉河寺縁起⛗・ศ備大臣入唐⛗ޢ解説

所 㧛角Ꮉ書店㧛㧝㧥㧣㧣・㧝㧝㧕。ߥおޔ森氏ߪ真備߇唐人に勝利ߒたޡᳯ談抄ޢの構ㅧについてޔ日本と大

陸のޟ優]越思想߇逆転ߒているޠとߒてޔこޟ߇ࠇ十一ޔ十ੑ世紀ࠄ߆ࠈߏおこߞた現象とみߥけޠߧࠄߥ߫ࠇ

と述ߴている。 

10 日本の場面߇再び万葉的和歌のࠅ߿とࠅに戻る事を踏߹えてޔ幾つޡ߆万葉集ޢの例を紹ߔる。ߥおޡޔ新

✬日本ฎౖ文学全集ޢにߞた。人のޟᔓるޠ行ὑを否定的に⸷える߽のにޔߪ人߽ߨのうࠄぶࠇ居るに竜↰山

御馬近付߫߆ᔓ߆ߥߒࠄ㧔巻ਃ・㧤㧣㧣㧕面ᔓࠇいߥ߆る人のߔる߽のߙᚒߨ߆ߒߪつ⛮߉てߒ思へ߫㧔巻十

一・㧞㧡㧟㧟㧕ᶏ原の根ᨵࠄ小菅あ߹たあ߫ࠇ君ߪᔓߔࠄᚒᔓる߿ࠇ㧔巻十四・㧟㧠㧥㧤㧕等߇あޔࠅ一方ޡߢ万

葉集ޢにޟޔߪᔓߥࠇいޠと意ߔる男性の歌߽ሽ在ߔる。 

11 王子₉の話ޡߪ晋書ޡޢ唐物語ޢ等に語ࠇࠄている。の美ߒい夜に⁛ߢࠅ見る事を良とߕߖにޔ遠いのࠅ

を辿ߞてޔ共にを眺めࠃうとޟ戴を訪ޠߨた話߇載ߞている。 

12 簫ผޡߪ列伝ޡޢ唐物語ޢ等。を眺めるのߪ最後の方ޔߢ簫ผと弄玉ޔ߇世のམࠅを気に߽߆けޔߕと߽
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に簫を็߈߫ࠅ߆賞ߢているとޔ㡅ಪにዉࠇ߆て雲のに消え去ߞてߒ߹う。 

13 久保↰淳ޡ⸶注網 藤原定家全歌集網 ਅޢ㧔河出書ᚱ㧛巻㧩㧝㧥㧤㧡・㧟ާ初 本ި㧛ਅ巻㧩㧝㧥㧤㧤・㧟

ާ再 本ި㧔初 本ߪ㧝㧥㧤㧢・㧢㧕㧕にる。以ਅޔ定家の和歌についてߪ同様にޔ通ߒ番ภ߽こࠇにる。 

14 注㧞と同書ޔ樋ญ芳麻呂ޡޟ᧻浦宮物語ޢ解説ޠ。 

15 注㧝に同ߓ。 

16 謝奏ޡޟ記ޢに見る藤原定家の漢籍ฃ容ޠ㧔戸大学国際文化学会ޟ国際文化学ޠ第十ਃภ㧛㧞㧜㧜㧡㧕

ᵄ線ߪ筆者にࠃる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


